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災害情報研究会 H24 年度 第３回会合 （議事録） 

(敬称略) 

 

1.日時：2012/6/15(金) 15:00-17:00 

 

2.場所：BCAO 日本橋事務所 

 

3.進行：市川座長（レスキューナウ） 

 

4.記録：議事録＞東根（あずまね）（建設環境研究所） 

 

5.出席者（12名：敬称略・順不同） 

市川（レスキューナウ）、橋元（清水建設）、野田（アジア航測）、村田（富士通 FIP）、横山（富士通エフサ

ス）、高木（富士通エフサス）、平川（ＮＫＳＪ）、前田（富士火災）、※上倉（SENON）、大島（富士通マーケテ

ィング）、城崎（エプソン）、東根（建設環境） 

※今年度の新規メンバー 

 

6.実施内容 

(1) 前回議事の確認 

・出席メンバーで前回の内容を議事録にて確認した。 

(2)アクション項目別フロー図の検討、確定 

①「a35：帰宅・残留、退避の指示－平川：ＮＫＳＪ 

・前回の続き 

・i21 自社被害状況はインプットとする。 

・i57 地域被害状況は地域コミュニティ（接している町内会など）の被害状況を指し、企業の地域に対

する貢献のための情報とする。 

・ナビゲーターのイン、アウト項目 a38 はリカバリー→復旧に修正。 

※なお、アウトプットの情報には当然インプット情報を踏まえていると考える。したがって、アクショ

ンフロー図でアウトプットされる情報項目は付帯的なインプット情報は煩雑になるので記載しない。ア

クションにより発生する主目的の情報項目のみアウトプットとして記載する。 

②「a38：リカバリー要員の体制確立（現地要員及び応援）－東根：建設環境研究所 

・前回の続き 

・ナビゲーターのインに「ａ19：応援体制の確立」を追記した。 

・情報項目名修正 i80：「復旧体制図」→「現地復旧体制」とした。 

・概要の末尾を「･･･現地復旧体制を確立する。」に修正。 

・a38 のインプットとして i74のアウトプットを追加した。 

・a38 のアクションフロー図の入力項目に、ＦＲＯＭを追加した。 

・現地対策本部→現地災害対策本部に修正。 

・現地災害対策本部（総務、人事担当）は（総務、人事担当）を削除。現問い災害対策本部として「現

地復旧体制」を検討、確立し、現地災害対策本部長が災害対策本部へ連絡するという流れ。 

③「a36：二次災害の防止－若林：イー・アール・エス（本人は欠席、資料データは事前送付あり）  

・現地対策本部→現地災害対策本部に修正。 

・a32 現地被害の収集（分析・整理）のアクションに続くアクションであり、復旧活動のための情報と

なり、これが継続する形になる。したがって、ナビゲーションは a32→a36→a32 とループする形とする。 

・i77 安全管理・行動基準は二次災害を防ぐための状況に応じて変化する基準（例：津波警報が出てい

る間は行動を控えるなど）。 

・i78 は情報項目なので「立ち入り禁止区域」とする。内容としては状況や復旧の進行に伴い、立ち入

り禁止区域の指定や解除の行為が伴うものとする。 

・i77,78 の連絡・伝達手段は掲示板、社内放送、イントラネットを加える。 

・二次災害防止のための情報は余震だけでなく、あらたな被害を及ぼす可能性のある自然の脅威（余震、

津波、大雨、暴風・・・）が考えられる。したがって i24 は「余震・津波等の可能性」とする。記載を

シンプルにするために余震と津波を代表とした。 

・概要は文言を付加するとともに、冗長な部分は省略し、「現地災害対策本部は、復旧期において、新た

な脅威（余震、津波等）の発生の可能性を考慮し、自社や地域の被害状況を勘案して、二次災害を防止
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するための措置を行なう。」とする。 

 

 

7.今後の予定 

①次回アクションフロー検討担当 

・a37：城崎（エプソン） 

・a39：高木（富士通エフサス） 

・a40：橋元（清水建設） 7/20 は欠席の可能性高い 

②次回以降 

・a41：大島（富士通マーケティング） 

・a42：前田（富士火災） 

 

8.今後の研究会運営 

①自己紹介シートの作成 

・新たな研究会会員が増えたので自己紹介ツールとして、エクセルの自己紹介シートを作成する。内容

は 1.氏名、2.所属（役職等は適宜）、3.自己紹介、とする。 

・シートは野田氏から雛形を配布してもらう。 

②TV 会議の試行 

・遠隔地（関西、中部、その他）のメンバー参加を容易にするため、スカイプ等のＴＶ会議を次回試行

することとする。リモート側の設定方法等は座長市川氏から連絡する。 

 

 

9.次回研究会 

・日時：平成 24年 7月 20 日（金）15:00～17:00  

・場所：日本橋 BCAO事務所 

・議題：①アクション項目別フロー図検討 

※8月は 1回休みとする。 

 

以上 


